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■表彰者の皆さん（一部抜粋・敬称略）

○
京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

小こ
ま
き牧　

鉄て
つ
あ
き昭

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

杉す
ぎ
も
と本　
和か

ず
ひ
こ彦

（
加
悦
①
／
分
団
長
）

白し
ら
す数　

尊た
か
や也

（
岩
滝
①
／
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

野の
む
ら村　
哲て

つ
や也

（
野
田
川
①
／
分
団
長
）

衣き
ぬ
が
わ川　
智と

も
ひ
ろ博

（
野
田
川
②
／
分
団
長
）

小こ
に
し西　

哲て
つ
お夫

（
野
田
川
③
／
分
団
長
）

藤ふ
じ
わ
ら原　
則の

り
ひ
ろ裕

（
野
田
川
④
／
分
団
長
）

河か
わ
べ邉　
克か

つ
の
り典

（
野
田
川
⑤
／
分
団
長
）

○
両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

和わ

だ田　
元げ

ん
じ治

（
加
悦
②
／
部
長
）

小こ
ま
き牧　
祐ゆ

う
き樹

（
加
悦
③
／
部
長
）

糸い
と
い井　
康や

す
ゆ
き行

（
岩
滝
③
／
部
長
）

宮み
や
が
き垣　
清き

よ
た
か孝

（
野
田
川
②
／
部
長
）

河か
わ
べ邊　
啓け

い
す
け介

（
野
田
川
⑤
／
部
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

谷た
に
ぐ
ち口　
紀の

り
ひ
と人

（
加
悦
①
／
班
長
）

松ま
つ
い井　

陽よ
う
い
ち一

（
岩
滝
②
／
班
長
）

大お
お
が
み上　
雄ゆ

う
い
ち一

（
野
田
川
①
／
班
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

土ど

い井　
陽よ

う
い
ち一

（
加
悦
①
／
班
長
）

横よ
こ
か
わ川　
　
冠か

ん
（
加
悦
①
／
班
長
）

井い
の
う
え上　
公き

み
あ
き章

（
加
悦
②
／
班
長
）

井い
ざ
き﨑　
　
崇た

か
し（

加
悦
②
／
班
長
）

倉く
ら　

　
　
隆た

か
し（

岩
滝
①
／
班
長
）

松ま
つ
い井　
陽よ

う
い
ち一

（
岩
滝
②
／
班
長
）

高た
か
お
か岡　
信し

ん
や也

（
岩
滝
④
／
班
長
）

伴ば
ん
か
い海　
雅ま

さ
は
る春

（
野
田
川
①
／
班
長
）

楠
く
す
の
き

　
　
泰や

す
ひ
こ彦

（
野
田
川
②
／
班
長
）

足あ
だ
ち立　

正ま
さ
ゆ
き行

（
野
田
川
④
／
班
長
）

栃と
ち
ぎ木　
陽よ

う
す
け祐

（
野
田
川
⑤
／
班
長
）

※
括
弧
内
は
方
面
隊
・
分
団
名
・
役
職
名

○
京
都
府
知
事
退
職
報
償

四し
み
や宮　
浩こ

う
じ示　
　
小こ

う
じ路　
智と

も
や也

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

三み

た田　
智と

も
こ子　

　
今い

ま
い井　

俊と
し
ろ
う郎

佐さ
か
ね金　

郁い
く
お夫　

　
市い

ち
か
わ川　

裕ゆ
う
や哉

廣ひ
ろ
せ瀬
阿あ

き

お
木
生　
　
大お

お
の野　
利と

し
た
け岳

岡お
か
の野　
真し

ん
や也　
　
四し

み
や宮　
浩こ

う
じ示

小こ
う
じ路　
智と

も
や也

与
謝
野
町
の
安
心
・
安
全
の

た
め
消
防
団
は
今
年
も
が
ん

ば
り
ま
す
！

　
与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式
が
平
成

30
年
１
月
７
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
知
遊
館
一
帯
で
開
催
さ
れ
、
消

防
団
員
と
消
防
関
係
者
ら
お
よ
そ

１
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、 
植う

え
だ田

泰や
す
し史

団
長
が

「
今
年
は
消
防
団
再
編
や
操
法
大
会

等
に
よ
り
め
ま
ぐ
る
し
い
１
年
に
な

る
と
思
う
が
、
記
録
に
残
し
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
全
団
員
の

総
力
を
も
っ
て
乗
り
越
え
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
『
火
災
ゼ
ロ
』
の
実
現

の
た
め
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
予
防
消

防
の
更
な
る
徹
底
を
進
め
る
と
と
も

に
、
有
事
に
備
え
た
消
防
力
の
強

化
・
組
織
力
の
更
な
る
充
実
を
図
る

た
め
ま
い
進
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

訓
示
。
ま
た
、
山
添
町
長
の
式
辞
で

は
「
昨
年
、
町
内
で
は
残
念
な
が
ら

４
件
の
火
災
が
発
生
し
た
。
し
か
し
、

年
間
火
災
発
生
件
数
４
件
と
い
う
こ

と
は
、
合
併
以
後
最
少
の
件
数
で
あ

り
、
団
員
の
み
な
さ
ま
の
日
ご
ろ
の

ご
努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
う
。
今

後
も
『
め
ざ
そ
う
火
災
ゼ
ロ
の
町
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
団
員
一
丸
と

な
っ
て
、
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

～平成 30 年与謝野町消防団出初式～

火災ゼロの町・与謝野町を目指します

い
さ
つ
。
功
労
者
や
優
良
団
員
に
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
団
員
ら
は
恒
例
の

「
分
列
行
進
」
と
「
一
斉
放
水
」
を

披
露
し
、
見
学
に
訪
れ
た
地
域
住
民

と
共
に
今
年
一
年
間
の
安
心
と
安
全

を
誓
い
ま
し
た
。

①分列行進を披露する消防団

員　②一斉放水を実施　③表

彰を受ける消防団員　④団旗

入場の様子　⑤敬礼を行う植

田団長と消防団員　⑥ラッパ

隊による息の合った演奏 ①

②③④

⑤⑥
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特集     与謝野町成人式

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
平

成
30
年
与
謝
野
町
成
人
式
」
が

１
月
７
日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ

る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
平
成
９
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
２
８
６
人
で
、

こ
の
日
は
色
と
り
ど
り
の
振
り

袖
や
羽
織
袴
な
ど
を
着
飾
っ
た

２
１
８
人
が
式
典
に
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
旧
友
と
の
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
新
成
人

た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、山
添
町
長
が「
厳

し
い
社
会
情
勢
で
す
が
、
一
人

ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、

若
者
ら
し
く
、
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
、
自
ら

の
力
で
、
自
ら
の
道
を
切
り
開

い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、

来
賓
か
ら
も
は
な
む
け
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
品
の
丹
後
ち

り
め
ん
ふ
く
さ
セ
ッ
ト
が
、
町

長
か
ら
河こ

う
の野

翔し
ょ
う
ま馬

さ
ん（
男
山
）

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し

て
糸い

と
い井

愛あ
い

さ
ん（
加
悦
）が
、「
大

人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
私
た
ち
で
す
が
、
明
日
か
ら

再
び
こ
の
地
を
離
れ
て
勉
学
に

励
む
者
や
地
域
の
た
め
に
働
く

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か

し
、
成
人
に
な
っ
た
意
識
を
忘

れ
ず
、
こ
こ
で
育
ち
得
た
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
込
め
て
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

①会場のいたるところで写真撮影をす
る新成人の姿がみられました  ②華やか
な振り袖が印象的な男女 5 人組  ③町長
から記念品を受け取り握手する河野翔
馬さん  ④照れながらもＫＹＴのインタ
ビューに答える新成人  ⑤笑顔いっぱい
で『ハイ！チーズ』  ⑥記念写真をとる
新成人のみなさん  ⑦肩を組み写真に写
る仲良し 3 人組  ⑧色鮮やかな振り袖を
身にまとう 2 人組

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦⑧

大人への第 1 歩を踏み出す
祝！成人式

二十歳の 決意・夢
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まちの 話題 お届けします

女
性
に
冷
え
症
が
多
い
理
由

冬
に
な
る
と
、つ
ら
い
の
が
体
の「
冷

え
」
で
す
ね
。
特
に
女
性
は
、
も
と
も

と
低
体
温
の
人
や
手
足
な
ど
体
の
先
端

が
冷
え
る
末
端
冷
え
性
の
人
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
女
性
に
は

冷
え
性
の
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
理
由
は
、
筋
肉
の
量
に
あ
り
ま

す
。
冷
え
の
主
な
原
因
の
ひ
と
つ
に
考

え
ら
れ
る
の
が
、
筋
ポ
ン
プ
作
用
の
低

下
で
す
。
筋
ポ
ン
プ
作
用
と
は
、
筋
肉

が
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
収
縮
す
る
こ
と
で
、

血
液
を
手
足
か
ら
心
臓
に
戻
す
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
こ
と
で
す
。
筋
肉
の
機
能
が
衰

え
て
筋
ポ
ン
プ
作
用
が
う
ま
く
働
か
な

い
と
、
血
流
が
体
の
す
み
ず
み
ま
で
届

か
ず
、
血
流
が
悪
く
な
っ
て
体
の
冷
え

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
男
性
に
比
べ
て
、

も
と
も
と
筋
肉
の
量
が
少
な
い
女
性
は
、

筋
ポ
ン
プ
作
用
が
滞
っ
て
し
ま
い
が
ち

な
の
で
す
。
ま
た
、
血
流
が
悪
く
な
る

と
、
肩
こ
り･

む
く
み
に
つ
な
が
り
ま

す
。
特
に
、
冬
は
寒
さ
か
ら
体
が
冷
え

て
筋
肉
が
硬
く
な
り
、
肩
こ
り
や
む
く

み
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
い
う
悪
循
環

を
起
こ
す
た
め
、
体
を
温
め
て
血
行
を

改
善
す

る
こ
と

が
大
切

で
す
。

今
す
ぐ
実
践
で
き
る
こ
と

冷
え
症
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
体
を
温
め
る
こ
と
を
心
が
け

て
血
行
を
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
日
か
ら
取
り
組
め
る
ポ
イ
ン
ト

を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

適
度
な
運
動
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
筋
肉
を
動
か
す

　
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
で
、
筋
ポ
ン
プ

作
用
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

運
動
で
な
く
て
も
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
わ
ず
階
段
を
使
う
」「
ち
ょ
っ
と

し
た
時
間
の
合
間
や
入
浴
時
に
セ
ル
フ

マ
ッ
サ
ー
ジ
」
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

手
足
の
先
が
冷
え
る
と
感
じ
る
人

は
、
意
識
的
に
手
や
足
の
指
を
動
か
す

こ
と
を
習

慣
に
す
る

だ
け
で
も
、

効
果
が
あ

り
ま
す
。

体
を
温
め
る
食
べ
物
・
飲
み

物
を
選
ぶ

サ
ラ
ダ
な
ど
の
生
野
菜
、
冷
た
い
飲

み
物
な
ど
体
を
冷
や
す
食
品
を
避
け
、

生
姜
、
に
ん
に
く
、
根
菜
な
ど
、
体
を

温
め
る
食
材
、
温
か
い
飲
み
物
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

冬
場
で
あ
れ
ば
、
鍋
料
理
や
お
で
ん

が
代
表
的
で
す
。
具
材
も
い
ろ
い
ろ
変

え
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
旬

の
野
菜
を
取
り
入
れ
、
火
を
通
し
て
温

か
く
し
た
も
の
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
炭
水
化
物
や
た

ん
ぱ
く
質
を
極
端

に
制
限
し
す
ぎ
る

の
も
、
冷
え
の
原

因
に
な
る
の
で
気

を
つ
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

 　
　
　

 

薄
着
を
や
め
、
冷
え
や
す
い

場
所
を
カ
バ
ー
す
る

女
性
は
、
お
し
ゃ
れ
を
気
に
す
る
あ

ま
り
、
薄
着
に
な
り
が
ち
で
す
ね
。
で

も
、
冷
え
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
首
、

お
な
か
、
手
、
足
な
ど
の
冷
え
や
す
い

部
位
を
で
き
る
だ
け
カ
バ
ー
し
、
体
の

熱
を
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
マ

フ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ル
、
ひ
ざ
掛
け
、
腹

ま
き
、手
袋
、タ
イ
ツ
、レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー

マ
ー
な
ど
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

よ
く
あ
る
間
違
い
と
し
て
、
足
先
の

冷
え
対
策
と
し
て
靴
下
を
何
枚
も
重
ね

履
き
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
効

果
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
足
が
冷
え

る
場
合
、
一
番
温
め
る
必
要
が
あ
る
の

が
内
臓
で
す
。
人
間
は
ま
ず
内
臓
を
守

る
性
質
が

あ
り
、
冷

え
る
と
内

臓
を
最
優

先
に
温
め
よ
う
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
内

臓
が
十
分
に
温
ま
ら
な
い
と
、
手
足
を

温
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
靴
下
を
何
枚
も
履
く

よ
り
、
腹
巻
な
ど
で
内
臓
を
温
め
る
ほ

う
が
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
お
風
呂
も
大
切
な
冷
え
改
善

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
忙
し
い
と
つ
い
冬
場

で
も
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
湯

船
に
浸
か
る
と
、
体
が
温
ま
り
ま
す
。

冬
場
は
41
度
～
43
度
の
や
や
熱
め
の
お

湯
に
、
じ
わ
っ
と
体
に
汗
を
か
く
タ
イ

ミ
ン
グ
ま
で
浸
か
れ
ば
十
分
で
す
。
個

人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
だ
い
た
い
10
分

も
か
か
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
お
気
に
入
り
の
入
浴

剤
を
入
れ

る
と
、
そ

の
香
り
で

よ
り
リ

ラ
ッ
ク
ス

効
果
が
得

ら
れ
ま

す
。 冷

え
に
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
、
少
し

で
も
温
ま
る
体
に
な
る
よ
う
に
生
活
を

改
善
し
、寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

健やか広場　　女性の冷え性について

ちりめん街道に立ち並ぶ建物の歴史について説明を受ける子どもたち

●「300 年を紡ぐ絹が織りなすちりめん回廊」体験教室

織物の歴史・文化を観て、聴いて、体験！
昨年 4 月に丹後ちりめんの歴史や文化が日本遺産に

認定されたことを記念して、1 月 5 日、町内小学生を対
象に丹後ちりめんの歴史や文化を体験してもらおうと

「300 年を紡ぐ絹が織りなすちりめん回廊」体験教室（与
謝野町立中央公民館・加悦地域公民館主催）を開催しま
した。当日は 21 人の子どもたちが参加し、丹後のばら
寿司づくりが行われたほか、「丹後ちりめん加悦谷の三
人の始祖」紙芝居をとおして丹後ちりめんが生まれた
きっかけを学びました。さらに、ちりめん街道沿いの建
物を講師による説明とともに見学し、丹後ちりめんゆか
りの地の歴史や文化を学びました。

●きもの着付け教室（初心者講座）

基礎から応用まで学びました
一人できものを着られるようになることを目的と

して、10 月 10 日から８回にわたり、与謝野町染色
センターできもの着付け教室を開催しました。

本講座では、和装総合学院から講師をお迎えし延
べ 93 人が参加し、前半は着物着上げ・袋帯二重太鼓
といった基礎を、後半は名古屋太鼓・変わり結びと
いった帯結びの応用を学びました。

参加者の方々は回を重ねるごとに上達され、初心
者の方でも最終日には一人でとても綺麗に着付けを
していました。

府北部から 17 の生産・加工業者が参加しました

●農商ビジネス商談会「フードコラボラボ（京都市内編）」

京都市内の事業所とビジネスマッチング
１月 24 日、インパクトハブ京都において京都府北部

５市２町で野菜やお米などを作る生産・加工業者と京都
市内の事業所（飲食業など）の出会いの場として「フー
ドコラボラボ」を開催しました。

過去 3 回、与謝野町で開催されてきた商談会ですが、
「まだ知られていない京都北部のうまいもの」をテーマ
に会場を京都市内へ移し初開催。会場では府北部で作ら
れた「うまいもの」を、参加した京都市内の飲食事業者
らへ試食してもらいながら、新たな販路開拓へ向け京都
北部の食材をＰＲしました。

着付けをされた受講生と講師の皆さん

受講生に協力していただきながら具体的な体の動きについて説明

●よさのみらい大学

新年は新たな自分で健康に
年明け 1 回目の講座は、1 月 19 日の「予防医学・

健康づくり」。“ダイエットと体づくり” をメイン
テーマに、間違ったダイエットや体づくりについて、
チェックシートや具体例を交えて振り返り、日常生
活でおこなわれる動作で十分なエクササイズ効果が
あることや、健康になるための正しい食事の取り方
について学びました。

また、昨年より開始した地域づくり学部の空き家リノ
ベーション講座も２回目が実施され、3 月 4 日のお披露
目を兼ねた３回目講座に向けて準備を進めました。
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Info

皆 さんが新年をご家族と一緒に穏やかに迎えられた
ことをお喜びします。日本では新年に、今年１年

の目標を「新年の抱負」として心の中で決意したり家族の
前で約束したりしますね。イギリスにも同じ伝統がありま
す。未来を真剣に考えることはとても大切なことですが、
日々の生活は大変で、私を含む多くの人に
とって抱負を達成することは難しいことで
す。そこで、今回の記事では僕の４つの抱
負を皆さんに発表することで自分と皆さん
に誓いを立てるとともに、今年の僕の姿勢
と行動を見てもらいたいと思います。
一つ目は「もっと日本語を学ぶ」です。言
語を学ぶには熱意と時間が必要ですが、努
力に見合う価値はあります。より多くの情
報を得て、遠い場所にでかけることで新し
い友人を作ることができ、自分の世界が広
がります。僕は今年中に漢字で自分の住所が書けるぐらい
になりたいです。
二つ目は「毎日何か新しいことをする」です。僕たちの
周りには注意しなければ見つからないけれども、見つける
価値のある素晴らしいものがたくさんあります。日常に流
されて生きるのは簡単ですが、心の活力は失われていきま
す。毎日新しいことをするのは簡単ではありませんが、周
りの世界についてもっと学び、異なる視点からそれを見て

みることが大切です。この町には隠れた素晴らしいものが
たくさんあるので、できる限り多くの探検を試みたいと思
います。

三つ目は「時間を守る」です。イギリスでは時間を守る
ということはちょうどの時間に到着することを意味します

が、日本では少し早く到着することが暗黙の
了解となっています。この日本の習慣は他者
への気配りと気持ちの余裕を生み出し、より
良い活動に繋がるので、ぜひ身につけたいと
思います。

最後の抱負は「本を読む」です。毎日、読
書のために 30 分を割り当てたいと思いま
す。読書は学びと気づきを僕たちに与えてく
れ、読んだ本の内容が自分の中に根付き成長
を実感できたときは何よりの喜びとなります。
イギリス出身の有名なバンドである「Coldplay

（コールドプレイ）」の曲に「Life Is For Living（人生は
生きるためのもの）」というものがあります。これは、た
だ生きるだけではなく自分の人生のために生きろという意
味です。日々の生活は大変で、時に決意は揺らぐこともあ
ります。しかし、より良い人生のために向かっていくこと
をやめるべきではありません。皆さんが向上心を持ち、愛
する人とともにあることを願っています。寒い日が続きま
すが、暖かくし、春が必ず来ることを忘れないでください。

A L T リレーコラム ［第 81 回　新年の抱負 　by セバスチャン・フェイガン］	 COLUMN

「新年の抱負」は何ですか？

日
本
遺
産
「
三
〇
〇
年
を
紡

ぐ
絹
が
織
り
成
す
丹
後
ち

り
め
ん
回
廊
」
構
成
文
化
財
で
あ

る
旧
尾
藤
家
住
宅
に
残
さ
れ
て
い

た
襖
絵
の
中
か
ら
、
江
戸
時
代
の

京
都
で
活
躍
し
た
画
家
、
原
在ざ

い
ち
ゅ
う中

（
１
７
５
０
年
～
１
８
３
７
年
）
が

描
い
た
大
作
「
高こ

う
し士
雪せ
っ
け
い景
松し
ょ
う
ち
く
ず

竹
図
」

（
与
謝
野
町
指
定
文
化
財
）
を
紹
介

し
ま
す
。

六
面
の
襖
は
実
際
に
は
右
二
面
と

左
四
面
と
で
Ｌ
字
に
屈
折
し
て
配
置

さ
れ
ま
す
。
右
二
面
に
は
雪
に
埋
も

れ
て
動
じ
な
い
松
と
家
を
配
し
、
左

四
面
に
は
雪
で
大
き
く
た
わ
ん
だ
竹

林
と
雪
落
し
を
す
る
人
物
が
描
か
れ

ま
す
。

夜
中
の
豪
雪
が
や
み
、
早
朝
目
を

覚
ま
す
と
お
気
に
入
り
の
竹
林
の
一

大
事
。
折
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
慌

て
て
薄
着
の
ま
ま
飛
び
出
し
て
雪
落

し
、
と
い
っ
た
情
景
で
し
ょ
う
。
い

か
に
も
寒
そ
う
な
人
物
が
今
ま
さ
に

時の贈り物［ 第95回　雪の襖絵～日本遺産関連文化財 ]	

「高士雪景松竹図」　紙本墨画　襖六面

原在中筆「高士雪景松竹図」
特別公開のお知らせ

３月 26 日（月）の午後、
旧尾藤家住宅の座敷にはまっ
た「高士雪景松竹図」の本来
の姿を特別公開予定。

ぜひご覧ください！

揺
す
っ
て
い
る
竹
か
ら
は
雪
が
こ
ぼ

れ
落
ち
て
お
り
、
そ
の
足
元
に
は
少

し
早
い
筍
が
頭
を
出
し
て
い
ま
す
。

右
二
面
の
静
け
さ
に
対
し
、
と
て
も

動
き
の
あ
る
四
面
と
な
っ
て
お
り
、

雪
の
中
の
静
と
動
が
み
ご
と
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

図書館おはなし会のお知らせ

■ 加　悦 
　２月 10 日（土）午前 10 時 30 分～
■ 野田川
　２月 17 日（土）午前 10 時 30 分～
■ 本　館 
　３月３日（土）午後３時～

蔵書点検のための臨時休館のお知らせ

図書館は蔵書点検のため、下記のとおり臨時休館します。休
館中はご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

● 休館期間　

■ 野田川　　２月 14 日（水）～ 15 日（木）の２日間

■ 加 悦　　２月 20 日（火）～ 21 日（水）の２日間

２月にはバレンタイン、３月はホワイトデーと、お菓子の出番
が多い季節ですね。スイーツにまつわる本をご紹介します。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

スイーツの本

『チョコレートの町』
飛鳥井千砂／双葉社

不動産会社に勤める主人公は、一時
的に故郷にある店舗に赴任すること
に。昔の同級生や家族、シャッター
だらけの商店街、そしてチョコレー
ト工場がある町は、彼にとって戻り
たいと思う場所ではなかったのだが
･･････。読む人の心を温かく包むお
話です。

『ちびスイーツ　和菓子も洋菓子もいっぱい！
小さなお菓子 67』

福田淳子・山崎彩／枻出版社
身近なおやつも小さく作るといつも
よりうんとかわいくなる！
ミニカップケーキ、卵の殻のプリン、
ちび大福など、形や大きさも工夫し
て、プレゼントにもぴったりの洋と
和のちびスイーツ 67 品の作り方を
紹介。

『スイーツ駅伝』
二宮由紀子・武田美穂／文溪堂

ケーキ店、和菓子店、フルーツ、コ
ンビニのスイーツがチームを作って、
第１回全国スイーツ駅伝が開催され
ることに。
総勢 24 のスイーツたちが、それぞ
れの個性を生かして走りますが、果
たしてその結果は？　ユーモアたっ
ぷりのお話。

『おかおになあれ！』
ふじもとのりこ／ＢＬ出版

さくさくクッキー、あまーいチョ
コレート、やわらかグミ ･･････
とてもおいしそうなお菓子が、あ
れあれあれ？　なんと、おかおに
なっちゃった！　いっぱいのおかし
が、いろいろなおかおになっていく、
とっても楽しい絵本です。

一般書 ●『絵本を深く読む』灰島かり／玉川
大学出版部 ●『生きていくあなたへ』日野原
重明／幻冬舎 ●『70歳、はじめての男独り暮
らし』西田輝夫／幻冬舎 ●『不都合な真実2

』アル ・ゴア／実業之日本社 ●『夏井いつきの「雪」の歳
時記』夏井いつき／世界文化社 ●『くちなし』彩瀬まる／
文藝春秋 児童書 ●『ぼく、仮面ライダーになる！ビルド
編』のぶみ／講談社 ●『ひとりでえほんかいました』くす
のきしげのり／アリス館 ●『小学校では学べない一生役立
つ読書術』齋藤孝／ＫＡＤＯＫＡＷＡ ●『貨物船のはなし
』柳原良平／福音館書店 ●『カレーライスを一から作る』
前田亜紀／ポプラ社 ●『ひみつのきもちぎんこう　かぞく
つうちょうできました』ふじもとみさと／金の星社

今月の
新着図書

■日時	 ２月23日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 70 回「子供と白犬」
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町 政  News & Information町 政  News & Information

国民健康保険の適正化にご協力ください
与謝野町国民健康保険 問 　保健課 ☎ 43-9022

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の

届
出
は
忘
れ
ず
に

以
下
の
よ
う
な
場
合
、
国
保
へ
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■ 

国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
（
ま
た

は
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
）

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

■ 

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

・
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
（
被

扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
）

・
死
亡
さ
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
る
と
き

■ 

そ
の
他

・
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き

・
修
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

・
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き

次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
か

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い

【
会
社
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
す
る
と
き
は
？
】

退
職
さ
れ
た
方
が
国
保
へ
加
入
さ
れ
る
と

き
、
資
格
喪
失
日
が
分
か
る
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
退
職
さ
れ
た
事
業
所
よ
り
保
険

喪
失
証
明
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
に
な
れ
ま
せ
ん
か
？
】

例
え
ば
、
息
子
さ
ん
が
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
、
そ
の
世
帯
に
同
居
す
る
方
の
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
息
子
さ
ん
の

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
息
子
さ
ん
の
保
険
料
が

増
え
る
こ
と
も
な
く
、
国
保
喪
失
に
よ
り
国

保
税
も
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う
し
た
例

に
該
当
し
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
の
認
定
基
準
に

つ
い
て
は
、
勤
め
先
も
し
く
は
加
入
さ
れ
て

い
る
健
康
保
険
の
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、保
険
証
は
使
え
る
の
？
】

万
が
一
、
交
通
事
故
等
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
、
保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、必
ず
、役
場
へ
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
行
為
に

よ
っ
て
ケ
ガ
を
さ
れ
た
場
合
は
、
原
則
、
そ

の
加
害
者
の
責
任
に
よ
り
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
り
、
早
期
の
治
療
優
先
の
た
め
、

一
旦
保
険
適
用
と
し
て
、
国
保
が
加
害
者
に

請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

▼ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬
品

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
同
じ
有

効
成
分
を
持
つ
比
較
的
安
い
お
薬
の
こ
と
で

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
医
療
費
の
節
減
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
な

ど
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変
更
可
能
で
あ
れ

ば
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ

ん
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）
の

施
術
に
は
保
険
証
の
使
え
る
場
合
と
使
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
適
用
範
囲
の
誤
解
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
受
診
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
施
術
を
受
け
ら

れ
る
前
に
き
ち
ん
と
確
認
し
て
正
し
く
施
術

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

▽ 

保
険
証
が
使
え
る
場
合

・
ね
ん
挫
、
打
撲
、
肉
離
れ

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
万
が
一
の
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、
助

け
合
う
と
い
う
制
度
で
す
。
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
測
さ
れ
る
な
か
で
、
適
正
な
国
保
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
が
必
要
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 職場の健康保険に加入されたとき等、国保を脱退する届出をされないと、
国保の資格が残ったまま保険税が二重にかかります。

■ 転出、職場の健康保険に加入などで国保資格を喪失したら、直ちに使用
を中止し保険証を返却してください。（資格喪失後に国保の保険証を使っ
て受診したとき、国保負担分を後日請求することがあります）

※ わからないことがございましたら、保健課までお問い合わせください。

保険税の納付は便利な口座振替をご利用ください！

注意してください！
・
骨
折
、
脱
臼
の
応
急
手
当

▽ 

医
師
の
同
意
書
が
あ
る
場
合
に
保
険
証
が

使
え
る
場
合

・
骨
折
、
脱
臼

▽ 

保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
（
※ 

全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
）

・
日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
疲
労
や
肩
こ

り
、
腰
痛
、
体
調
不
良
な
ど

・
神
経
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、
ヘ
ル

ニ
ア
な
ど
病
気
が
原
因
の
痛
み

・
保
健
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の　
等

中学校の部活動に対し寄附をいただきました

谷口代表理事（中左）、木村理事（最左）より
ご寄附いただきました

12 月 18 日（月）、協同組合加悦谷ショッピングセンター様から、
中学校の部活動に活用していただきたいと、金 18 万 1727 円をご寄
附いただきました。

これは同センターが運営する「加悦谷ショッピングプラザウイル」
の創業30周年を記念し開催されたイベント「よさの中学校応援クラブ」
によるもので、イベント期間の 10 月と 11 月の売り上げの 0.1％を寄
附いただいたものです。

各校への寄付金額は、３中学校の名前が記載された箱に、お客様が
入れていただいたレシートの金額の集計によるもので、次のとおりです。誠にありがとうございました。

◆◇◆ 寄 附 額 ◆◇◆
・加悦中学校　8 万 6122 円　・江陽中学校　5 万 6866 円　・橋立中学校　3 万 8739 円

宮津高等学校建築科製作のベンチを設置！
～人と人との交流が生まれるように～

「交わりベンチ」と、製作した宮津高等学校
生徒たちによる記念写真

12 月 20 日、産業創出交流センター（旧岩滝母と子どものセンター）に宮津高等学校建築科の３年生 18
人が製作した「交わりベンチ」が設置されました。

この「交わりベンチ」は、「阿蘇ベイエリア活性化マスタープラン」（平成 27 年度策定）の策定過程におい
て実施したワークショップに同校建築科教諭と生徒が参加したことをきっかけに、平成 28 年５月に同校建築
科と意見交換を行ったところ、木製ベンチ製作の提案を受け、製作を依頼したものです。そして、平成 28 年
12 月に同校建築科２年生（当時）から６案の提案を受け、その中からこの「交わりベンチ」を採用。製作は、

平成 29 年 10 月から約２ヶ月間かけて行われ、大小２脚のベンチを
１セットとした計６脚３セットが設置されました。

「地元の人と観光客との交流が深まるように」と、高さの違うベン
チ２つが交差することで人々の「交わり」が表現されたデザインとなっ
ています。設置式では、生徒代表の西

にしむら
村結

ゆ い
衣さん（江陽中出身）から

「製作過程でうまくいかないこともあったけど、最終的にはみんなが納
得するものができた。この阿蘇ベイエリアから与謝野町が発展するこ
とを願っている」と話してくれました。

功績・功労をたたえて
京
都
府
青
少
年
健
全
育

成
功
労
者
等
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

11
月
25
日
に
行
わ
れ
た
京

都
府
青
少
年
健
全
育
成
功
労

者
等
知
事
表
彰
式
に
お
い
て
、

吉よ
し
お
か岡
広ひ
ろ
ゆ
き幸
さ
ん
（
四
辻
）
が

「
青
少
年
育
成
部
門 
個
人
」

で
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

吉
岡
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
り
市
場
青
少
年
育
成
会
の

会
長
・
副
会
長
と
し
て
、
夏

季
キ
ャ
ン
プ
や
餅
つ
き
大
会
、

た
よ
り
の
発
行
な
ど
独
自
の

取
組
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
地
域
の
青
少
年
育

成
活
動
に
多
大
な
ご
尽
力
を

さ
れ
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

長
年
の
ご
尽
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

吉岡 広幸 さん
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 29 年 12 月末現在

まちのうごき

人　口	22,254 人（－ 16）

　男　	10,624 人（－５）

　女　	11,630 人（－ 11）

世帯数	 9,127 戸（＋４）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、12 月 16 日から１月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

『広報よさの１月10
日号』（No.143）におい
て、掲載内容に誤りがご
ざいました。以下のとお
り訂正しますとともに、
謹んでお詫びいたします。

訂正とお詫び

【訂正内容】
Ｐ 16「11 月入札結

果」の「工事期間」部
分。正しくは、「Ｈ 27」
の部分は「Ｈ 29」、「Ｈ
28」の部分は「Ｈ 30」
になります。

シルクプロジェクト試験養蚕結果について
与謝野ブランド戦略シルクプロジェクト事業 問　商工振興課 ☎ 43-9012

与
謝
野
町
商
工
会
と

丹
後
織
物
工
業
組
合
で

構
成
す
る
「
与
謝
野
シ

ル
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
」
が
、
去
る

12
月
５
日
か
ら
全
齢
人

工
飼
料
育
蚕
研
究
室

（
与
謝
野
町
染
色
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
）
に
お
い

て
試
験
養
蚕
に
挑
戦
さ

れ
、
年
を
ま
た
い
で
１

月
10
日
に
繭
を
収
穫
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
試
験
養
蚕
で

は
、
５
０
０
頭
の
蚕
を

育
て
ら
れ
約
96
％
に
あ

た
る
４
８
０
個
の
繭
を

収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
同

上
／
試
験
養
蚕
で
収
穫
さ
れ
た
繭
　
下
／
繭
を
作
っ
て
い
る
様
子

協
議
会
関
係
者
は
、
今

回
の
試
験
養
蚕
で
温

度
・
湿
度
の
管
理
を

し
っ
か
り
と
す
れ
ば
冬

に
も
養
蚕
が
で
き
る
こ

と
や
、
冷
蔵
庫
に
保
存

し
た
桑
の
葉
で
養
蚕
が

で
き
る
こ
と
、
ま
た
、

冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
い

た
桑
の
葉
の
一
部
が
利

用
で
き
な
く
な
り
急
遽

奄
美
大
島
か
ら
取
り
寄

せ
た
こ
と
に
よ
り
、
桑

の
葉
の
販
売
に
つ
い
て

需
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
春
以
降
の
養
蚕
に

さ
ま
ざ
ま
な
手
応
え
を

感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

問　観光交流課 ☎ 43-9016

地域おこし協力隊通信 30
原田美帆隊員

こ
ん
に
ち
は
、
与
謝
野
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
第
１
号
の
原は

ら
だ田
美み

ほ帆

で
す
。
い
よ
い
よ
３
月
31
日
を
も
っ

て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
満

了
し
ま
す
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、

昨
年
の
12
月
か
ら
今
年
の
２
月
に
か

け
て
、「
ひ
と
き
れ
」
と
名
付
け
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
展
示

会
を
行
い
ま
し
た
。
京
丹
後
市
、
京

都
市
、
東
京
、
福
知
山
市
、
宮
津
市

と
連
続
開
催
し
、
多
く
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
織
物
の
魅

力
、
丹
後
の
地
が
培
っ
て
き
た
歴
史
、

今
も
な
お
機
音
が
響
く
町
が
あ
る
こ

と
。
会
場
を
訪
れ
る
方
に
お
話
す
る

と
、
皆
が
引
き
込
ま
れ
て
い
く
の
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
町
で
は
当

た
り
前
の
風
景
、
産
業
が
私
た
ち
日

本
人
の
宝
物
で
あ
る
こ
と
を
、
再
確

認
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

織
物
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か
っ

た
私
が
、
織
物
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
講
習
を
受
け
、
機
屋
さ
ん
に
助
け

ら
れ
て
設
計
し
、
制
作
を
通
し
て
地

域
内
外
と
繋
が
り
、
言
葉
を
交
わ
し
、

展
示
会
を
企
画
し
、
お
披
露
目
の
場

を
も
て
た
こ
と
。
展
示
会
を
実
施
し

た
き
っ
か
け
は
、
あ
る
方
の
ア
ド
バ

イ
ス
か
ら
。
そ
の
方
に
引
き
合
わ
せ

て
く
れ
た
の
は「
京
都
Ｘ
キ
ャ
ン
プ
」

の
活
動
で
知
り
合
っ
た
方
。
そ
の
方

と
お
話
す
る
機
会
を
得
た
の
は
…
…

一
つ
一
つ
の
ご
縁
が
私
の
歩
く
道
を

照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
ひ
と
き

れ
」
は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
り
、
ど
れ
だ
け
感
謝
し
て
も
足

り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
お
礼
を
お
伝
え

申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
与
謝
野
に
来

て
よ
か
っ
た
。

春
か
ら
も
こ
の
与
謝
野
で
暮
ら

し
ま
す
。

地
域
の

皆
さ
ま
、

今
後
と

も
ど
う

ぞ
よ
ろ

し
く
お

願
い
申

し
上
げ

ま
す
。

展示会を訪れてくれた京都Ｘキャンプのメンバー

今月の納期・滞納税相談窓口のご案内

　2 月 28 日（水）は国民健康保険税（第 9 期）、介護

保険料（第 9 期）の納期限です。納期までに納付をお

願いします。※ 納税には便利な口座振替をご利用くだ

さい。

農業座談会を開催します！

農林課（☎ 0772-43-9023）では以下の日程で農業座

談会を開催します。ご都合の良い日にご参加ください。

■ 2 月 21 日（水）　元気館　午後 1 時半から

■ 2 月 23 日（金）　野田川わーくぱる　午後１時半から

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

12/20 野田川本線側溝改良（その８）工事 三河内地内 6 者 有限会社野口建設 8,623 7,602 7,602 88.16 H29/12/28
～ H30/3/31

12/20 温江中村水路改良工事 温江地内 8 者 有限会社野口建設 3,420 3,018 3,019 88.27 H29/12/28
～ H30/3/26

12/20 山手線交差点改良（その１）工事 弓木地内 7 者 有限会社野口建設 2,636 2,314 2,314 87.78 H29/12/28
～ H30/3/31

12/20 与謝野町橋梁補修詳細設計業務委託（その２） 岩屋地内他 16 者
株式会社東光コン
サルタンツ
京都北営業所

7,226 － 4,500 62.28 H29/12/26
～ H30/3/31

12/26 岩滝学童保育室等整備工事 岩滝地内 2 者 株式会社山添電気 11,280 10,146 10,680 94.68 H30/1/11
～ H30/3/30

問 　総務課 ☎ 43-901012 月入札結果

Information

◎採 用 条 件　  普通自動車免許保有者かつパソコンの基本操作が可能で心身ともに健康な方
◎募 集 人 員　  １人
◎業 務 内 容    加悦双峰公園に勤務し、施設利用者の受付や来訪者の接客、草刈や清掃等の施設管理、

金銭の収受など。
◎雇 用 期 間     平成 30 年５月１日から 10 月 31 日

※ 再度の任用は、勤務成績・勤務態度・能力等により判断します。
◎勤 務 日　 ５月１日から 10 月 31 日の期間内における週３日または４日程度のローテーションに

よる勤務。（開園準備のため４月末から勤務していただく場合があります）
◎勤 務 時 間　  午前８時 45 分から午後５時 15 分　※ 宿泊者がある場合は、午後８時 30 分までの勤務。
◎賃 金　  時給 945 円（予定であり変更する場合があります）※ 雇用保険加入有
◎申 し 込 み    ３月９日（金）までに、観光交流課または町ホームページ掲載の加悦双峰公園管理人

採用申込書兼履歴書に必要事項を記入のうえ観光交流課へ提出してください。なお、
申込書は返却しません。

◎選 考　  応募者の中から、面接により採用者を決定します。面接の日程は応募者に直接お知ら
せします。

◎そ の 他　  その他の手当・勤務条件は与謝野町一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する
条例の規定により支給・勤務することとなります。

平成 30 年度加悦双峰公園管理人を募集します 問　観光交流課 ☎ 43-9016
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京都府知事選挙、与謝野町長選挙および与謝野町議会議員一般選挙に係る
期日前投票立会人および当日投票立会人を募集します

４月８日執行予定の京都府知事選挙、与謝野町長選挙および与
謝野町議会議員一般選挙に係る「期日前投票立会人」および「投
票日当日の投票立会人」を次のとおり募集します。
■ 応募資格　満 18 才以上の選挙人名簿に登録されている有権者
■ 募集期間および応募方法

２月 21 日（水）までに与謝野町選挙管理委員会（総務課内：
☎ 43-9010）へ電話にてお申し込みください。なお、応募者が
定員を超える場合は、抽選となります。
■ 投票立会人の業務

主に、投票に来られた方が投票用紙を持ち帰ることなく、投票
箱に投函されているか確認していただきます。また、投票立会人
には次の２種類があります。
①期日前投票立会人
▼ 期 間　３月 23 日（金）～４月７日（土）（16 日間）
▼ 募集人数　１日２人× 16 日×３庁舎（計 96 人）

▼ 従事場所　期日前投票所（与謝野町役場本庁舎、加悦庁舎、野
田川庁舎）

▼ 従事時間　午前８時半～午後８時（集合時間：午前８時 20 分）
▼ 日 当　9500 円（口座振込です。所得税は左記報酬額から

源泉徴収します）　※ 食事を準備します。
②投票日当日の投票立会人
▼ 従 事 日　４月８日（日）※ 投票日当日
▼ 募集人数　２人× 23 投票所（計 46 人）
▼ 従事時間　午前７時～午後８時まで（集合時間：午前６時50分）

（ただし、第 12（川上）・第 19（奥滝）・第 23（香河）
投票所は午後６時まで）

▼ 従事場所　応募者の方が選挙人名簿に登録されている投票区
の投票所　※ 表「投票日当日の従事場所」参照

▼ 日 当　1 万 700 円（口座振込です。所得税は左記報酬額
から源泉徴収します）　※ 食事を準備します。

投票区 従事場所（投票所） 投票区 従事場所（投票所） 投票区 従事場所（投票所）
第 １（石　田） 石田地区公民館 第 ９（上山田） 上山田地区公民館 第 17（与　謝） 与謝地区公民館

第 ２（弓　木） 弓木地区公民館 第 10（下山田） 下山田地区公民館 第 18（　滝　） 滝地区公民館

第 ３（岩　滝） 岩滝保健センター 第 11（石　川） 石川農業構造改善センター 第 19（奥　滝） 奥滝公民館

第 ４（東　町） 東町会館 第 12（川　上） 川上公民館 第 20（金　屋） 金屋地区公民館

第 ５（男　山） 男山地区公民館 第 13（算　所） 算所会館 第 21（温　江） 温江地区公民館

第 ６（三河内） 三河内地区公民館 第 14（加悦奥） 加悦奥地区公民館 第 22（明　石） 明石地区公民館

第 ７（岩　屋） 岩屋地区公民館 第 15（加　悦） 加悦地域公民館 第 23（香　河） 香河地区公民館

第 ８（市　場） 四辻地区公民館 第 16（後　野） 後野地区公民館

◎投票日当日の従事場所

問　総務課 ☎ 43-9010

京
都
府
知
事
選
挙
、
与
謝
野
町
長
選
挙
お
よ
び
与

謝
野
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て

４
月
８
日
執
行
予
定
の
京
都
府
知
事
選
挙
、

与
謝
野
町
長
選
挙
お
よ
び
与
謝
野
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

選
挙
の
期
日　
４
月
８
日
（
日
）

告
示
日　
■ 

京
都
府
知
事
選
挙　
３
月
22
日
（
木
）

■ 

与
謝
野
町
長
選
挙
お
よ
び
与
謝
野
町
議
会
議

員
一
般
選
挙　
４
月
３
日
（
火
）

期
日
前
投
票
の
期
間　
▼ 

京
都
府
知
事
選
挙　

３
月
23
日
（
金
）
～
４
月
７
日
（
土
）

▼ 

与
謝
野
町
長
選
挙
お
よ
び
与
謝
野
町
議
会
議

員
一
般
選
挙　
４
月
４
日（
水
）～
４
月
７
日（
土
）

《
立
候
補
予
定
者
説
明
会
》

日
時　
３
月
６
日
（
火
）

□ 

与
謝
野
町
長
選
挙･･･

午
後
１
時
か
ら

□ 

与
謝
野
町
議
会
議
員
一
般
選
挙･･･

午
後

３
時
半
か
ら

場
所　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
１・２

出
席
人
数　
１
陣
営
に
つ
き
２
人
以
内

問　
総
務
課
☎
４
３・９
０
１
０

与
謝
野
町
の
環
境
未
来
２
０
１
８
を
開
催
し
ま
す

よ
さ
の
百
年
の
暮
ら
し
委
員
会
（
愛
称
：
み

ら
い
ふ
）
で
は
、
み
ら
い
ふ
委
員
と
一
緒
に
交

流
し
な
が
ら
エ
コ
を
考
え
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
来
場
者
に
は
、
大
豆
を
使
用
し

た
ポ
ン
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
先
着

１
０
０
人
）。

日
時　
３
月
４
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所　
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ウ
イ
ル

ふ
れ
あ
い
広
場

内
容　
風
呂
敷
き
包
み
体
験
／
ク
ラ
フ
ト
体
験

／
省
エ
ネ
診
断
／
電
気
自
動
車
試
乗
体
験
／
生

ご
み
処
理
機
・
太
陽
光
発
電
な
ど

問　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

京
都
府
平
成
30
年
度
高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等

（
非
課
税
世
帯
）
の
支
給
申
請
に
つ
い
て

支
給
対
象
者　
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
高
等

学
校
等
に
修
学
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

①
母
子
・
父
子
世
帯
（
配
偶
者
の
い
な
い
母
ま

た
は
父
と
20
歳
未
満
の
者
の
み
で
構
成
す
る
世

帯
、
母
子
ま
た
は
父
子
と
65
歳
以
上
の
者
で
構

成
す
る
世
帯
）

②
児
童
世
帯
（
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
者

で
構
成
す
る
世
帯
）

③
障
害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
以
上
）

④
長
期
療
養
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
６

か
月
以
上
の
入
院
等
）

問
・
申　
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
、
子
育

て
応
援
課
（
☎
４
３・９
０
２
４
）
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
請
に
必
要
な
書
類
は

子
育
て
応
援
課
に
あ
り
ま
す
）※ 

新
１
年
生
は
、

入
学
見
込
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。※ 

申
請
後
、

入
学
す
る
高
校
が
変
わ
っ
た
場
合
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
に
効
く
運
動
教
室
～
体
を
ほ
ぐ
し
て
、

心
も
ほ
ぐ
そ
う
～
の
参
加
者
募
集

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
ス
ト
レ

ス
と
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

回
は
、
呼
吸
法
や
ス
ト
レ
ッ
チ
等
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
運
動
に
注
目
し
ま
す
。
一
緒
に
、
体

も
心
も
ほ
ぐ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

半
（
受
付
は
午
後
１
時
10
分
か
ら
）

講
師　
家
谷 

美
穂
子 

健
康
運
動
指
導
士

場
所　
元
気
館

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

問
・
申　
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
保
健
課

（
４
３・９
０
２
２
）
へ

ふ
ら
っ
と
交
流
会
の
ご
案
内

障
害
等
が
あ
る
た
め
、
普
段
外
出
す
る
機
会

の
少
な
い
方
、
ご
家
族
と
一
緒
に
お
出
か
け
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
23
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

行
き
先　
京
丹
後
市
方
面（
イ
チ
ゴ
摘
み
体
験
、

ラ
ン
チ
等
）
※ 

移
動
は
公
共
交
通
機
関
を
使
う

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
20
～
65
歳
で
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ

人
、
も
し
く
は
病
気
等
で
外
出
困
難
な
人
。
家

族
同
伴
も
Ｏ
Ｋ
。（
定
員
20
人
）　
※ 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
。

参
加
費　
な
し
（
交
通
費
は
実
費
負
担
）

問
・
申　
３
月
12
日（
月
）ま
で
に
、福
祉
課（
☎

４
３・９
０
２
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 
介
助
が
必
要
な
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
の

方
は
、
そ
の
旨
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
交
流
会
の
開
催
に
つ
い
て

要
介
護
高
齢
者
、
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ

て
い
る
方
に
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
家
族
介
護
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時
半
～
午
後
２
時

場
所　
リ
フ
レ
か
や
の
里　
※ 

参
加
費
無
料

内
容　
講
演
と
座
談
会
、
食
事
、
入
浴

〈
講
師
〉　
■ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い　
桑

原 

さ
わ
江 

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

■ 

与
謝
野
町
国
保
診
療
所　
小
西 

隆
博 

理
学

療
法
士

問
・
申　
２
月
28
日（
水
）ま
で
に
、福
祉
課（
☎

４
３・９
０
２
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

北
部
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
社
会
適
応
訓
練

講
習
会
に
つ
い
て

丹
後
地
区
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
仲
間
を
中
心
に

日
ご
ろ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
困
り
ご
と
を
話
し
合
う

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　
２
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
知
遊
館　
２
階
研
修
室

講
習
内
容　
①
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
京
都
府

支
部
の
活
動　
②
講
演
と
医
療
相
談　
③
自
己

紹
介
、
相
談
な
ら
び
に
質
疑
応
答　
④
ス
ト
ー

マ
装
具
類
の
展
示
、
新
製
品
の
紹
介

問
　
Ｊ
Ｏ
Ａ
京
都
府
支
部　
月
見 

誠 

氏
（
☎

０
７
７
３・４
３・２
８
５
１
）

農
耕
用
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
用
車
両
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
な
ど
）
は
ナ
ン

バ
ー
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
車

両
を
お
持
ち
の
方
は
、登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
が
必
要
な
車
両　
乗
用
装
置
が
あ
る
農
耕

用
車
両
で
、
時
速
35
㎞
未
満
の
も
の

注
意
点　
▼ 

公
道
を
走
行
し
な
い
車
両
で
も
、

登
録
が
必
要
で
す
。
▼ 

車
両
を
所
有
し
て
い
れ

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

ば
、使
用
し
て
い
な
く
と
も
登
録
が
必
要
で
す
。

▼ 

登
録
は
義
務
で
あ
り
、
不
申
告
の
場
合
３
万

円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
与
謝
野
町
税
条
例
第
88
条
）

登
録
時
必
要
書
類　
①
販
売
証
明
ま
た
は
譲
渡

証
明
、
②
登
録
者
印
鑑
、
③
廃
車
証
明
（
③
に

つ
い
て
は
個
人
間
譲
渡
の
場
合
に
限
る
）

※ 

譲
渡
証
明
・
販
売
証
明
・
廃
車
証
明
が
な
い

場
合
、車
体
番
号
の
石
刷
り
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
窓
口　
税
務
課

問　
税
務
課
☎
４
３・９
０
２
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
に
つ
い
て

日
程
・
場
所

▼ 

２
月
17
日
（
土
）
加
悦
地
域
公
民
館

▼ 

２
月
24
日
（
土
）
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

時
間　
両
日
、
午
後
１
時
～
４
時

問　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

椎
茸
の
菌
打
ち
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

日
時　
２
月
24
日 （
土
）

集
合
時
間　
午
前
９
時
半
（
開
催
時
間
は
午
前

10
時
～
正
午
）

集
合
場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
駐
車
場　

（
開
催
場
所
は
字
石
川
小
字
長
尾
・
裏
山
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

定
員　
20
組
（
１
組
１
名
～
ご
家
族
１
単
位
・

申
し
込
み
先
着
順
）

申　
お
住
ま
い
の
地
区
・
お
名
前
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
よ
さ

の
三
四
の
森
の
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

よ
さ
の
三
四
の
森
の
会
☎

４
３・０
３
４
５　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
４
２・２
９
９
３

メ
ー
ル
／yosano34nom

orinokai@
gm

ail.
comそ

の
他　
「
山
の
恵
み
を
み
ん
な
で
い
た
だ
く

感
謝
祭
」
も
３
月
10
日
（
土
）
に
予
定
し
て
お

り
ま
す
。（
詳
細
は
、
後
日
広
報
予
定
）

平
成
30
年
度
の
文
化
祭
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
の
与
謝
野
町
文
化
祭
を
11
月
３

日
（
土
）、
４
日
（
日
）
に
実
施
す
る
予
定
で

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

文
化
祭
期
日　

〈
ス
テ
ー
ジ
部
門
〉

11
月
４
日
（
日
）　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

〈
展
示
部
門
〉

11
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）
野
田
川
体
育
館

問
・
申　
社
会
教
育
課
☎
４
３・９
０
２
６

平
成
30
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
募
集

募
集
テ
ー
マ　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
の
女
性
の
参
画
を
推
進
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
に
男
性
も
女
性
も
親
し
み
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

応
募
資
格　
ど
な
た
で
も
応
募
可
。（
応
募
作

品
は
未
発
表
の
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

応
募
方
法　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
サ
イ
ト

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.gender.go.jp/public/w

eek/
w

eek.htm
l

）
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
２
月
28
日
（
水
）

問
・
申　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課

☎
０
３・５
２
５
３・２
１
１
１
（
代
表
）

学校用務員を募集します
与謝野町教育委員会では平成 30 年４月１日付け採用の学校用務員を募集します。申し込み方法など

詳しくは学校教育課（☎ 0772-43-9025）までお問い合わせください。15　広報よさの FEBRUARY 2018 14
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ブランド戦略の成果・未来を共有！

④

①

⑤

⑩ ⑨

⑧ ⑦

⑥

③ ②

産業政策として進める与謝野ブランド戦略事業につい
て、町民の皆さんと事業の進捗と成果を共有し、未来を
展望することを目的に、「与謝野ブランド戦略シンポジ
ウム」が１月21日、野田川わーくぱるで開催されました。

第一部では、山添町長から「産業振興は町民の皆さん
の願い。与謝野ブランド戦略は、それを実行するもの。
個性豊かな町民の皆さんが地域資源を活かした安心安全
な商品をつくり、お客様をもてなす。そういった仕組み
づくりにより、与謝野町にしごとと雇用の創出を図り、
次の世代にこの町をつないでいきたい」とブランド戦略

事業に取り組む理由や展開方法、各プロジェクトの概要
を説明しました。

続く第二部は、実践者７団体が、各プロジェクトの進
捗状況を発表。その後、会場からの質問に答えるかたち
でパネルディスカッションが展開され、進行役の福知山
公立大学の杉岡准教授は、「みえるまち」の実現には、「町
民の皆さんは、『みえるまち』の取り組みを意識的に『み
る』ことが重要」と呼びかけました。

第三部は、各プロジェクトの展示ブースで、多くの来
場者が実践者と交流しました。

与謝野ブランド戦略シンポジウム ～みえるまちがみえる日～

「与謝野ブランド戦略シンポジウム」の模
様を与謝野町有線テレビにて下記日程で放送します。
当日ご参加いただけなかった方、ぜひご覧ください！
■ 放送日　２月 20 日（火）・21 日（水）

与謝野町有線テレビで放送！
①山添町長自らプレゼンテーションを行い来場者へ与謝野ブランド
戦略について説明が行われました　②与謝野町産ホップを使ったク
ラフトビールが展示されました　③使い方を教わりながら手織り体
験を行う来場者　④「うちのまち」ブースでは新聞で紹介されたお
酒やうどんが展示されました　⑤与謝野ブランド戦略事業実践者に
よるパネルディスカッション　⑥ 160 名を超える人が会場に訪れ
ました　⑦与謝野シルクプロジェクト推進協議会が試験養蚕で収穫
した繭が初公開されました　⑧「よさのみらい大学」の取り組みを
紹介　⑨海山絶景花火に関する事例報告を行う町商工会青年部小山
氏　⑩与謝野ブランド戦略に対する質問も数多く寄せられました


